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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長い部材を保護するための細長いセルフカールするスリーブであって、前記スリーブ
は、
　前記スリーブの長手軸に沿って延在する対向する自由端を有する編んだファブリックを
含み、前記自由端は、前記細長い部材を受取ったり取除いたりするために、重複した関係
で付勢され、外から与えられた力の下で分離可能であり、さらに
　前記長手軸に沿って縦糸方向に延在するチェーンステッチを形成する第１の糸を含み、
前記チェーンステッチは前記ファブリックの１つの面に主に形成され、さらに
　前記自由端間の横糸方向に沿って延在するレイインステッチを形成する第２の糸と、
　前記自由端間の横糸方向に延在するトリコットステッチで張力下で編んだモノフィラメ
ントの第３の糸とを含み、前記トリコットステッチは、前記ファブリックの前記１つの面
に対向する別の面に主に形成され、かつ前記ファブリックを前記張力下で前記長手軸のま
わりにセルフカールした構成に付勢する、セルフカールするスリーブ。
【請求項２】
　前記チェーンステッチは閉チェーンステッチである、請求項１に記載のセルフカールす
るスリーブ。
【請求項３】
　前記トリコットステッチはオープントリコットステッチである、請求項１に記載のセル
フカールするスリーブ。
【請求項４】
　前記縦糸および横糸ステッチで編んだフィラメント部材をさらに含み、前記フィラメン
ト部材は前記基板の前記１つの面に主に位置決めされる、請求項１に記載のセルフカール
するスリーブ。
【請求項５】
　前記長手軸に沿って縦方向に延在するチェーンステッチを形成する別の糸をさらに含む
、請求項１に記載のセルフカールするスリーブ。
【請求項６】
　前記第１の糸の前記チェーンステッチは、外周で間隔を置いたモノフィラメントの畝を
形成するために少なくとも部分的にモノフィラメント糸で編まれる、請求項１に記載のセ
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ルフカールするスリーブ。
【請求項７】
　前記第２の糸の前記レイインステッチはマルチフィラメント糸で編まれる、請求項６に
記載のセルフカールするスリーブ。
【請求項８】
　編んだ縦糸ステッチおよび複数の横糸ステッチを有するセルフカールするスリーブは、
　前記縦糸ステッチを形成する第１の糸のチェーンステッチと、
　前記横糸ステッチの１つを形成する第２の糸の第１のトリコットステッチと、
　前記横糸ステッチの別の１つを前記スリーブの１つの面で主に形成するモノフィラメン
トの第２のトリコットステッチとを含み、前記第２のトリコットステッチは張力下で編ま
れ、前記スリーブを中央スペースのまわりにセルフカールした構成に付勢する、セルフカ
ールするスリーブ。
【請求項９】
　熱可溶性の糸、電気的に導電性の糸、熱により絶縁する糸、耐摩耗性の糸、およびこれ
らの組合せから構成されるグループから選ばれた別の糸をさらに含む、請求項８に記載の
セルフカールするスリーブ。
【請求項１０】
　前記第１の糸はモノフィラメント糸とマルチフィラメント糸とを用いて編まれ、前記モ
ノフィラメント糸は前記スリーブの長さに沿って延在する外周で間隔を置いた畝を形成す
る、請求項８に記載のセルフカールするスリーブ。
【請求項１１】
　複数の縦糸ステッチおよび複数の横糸ステッチを有するセルフカールする編んだスリー
ブは、
　前記縦糸ステッチの１つを形成する第１の糸の第１のチェーンステッチと、
　前記縦糸ステッチの別の１つを形成する第２の糸の第２のチェーンステッチと、
　前記横糸ステッチの１つを形成する第３の糸のレイインステッチと、
　前記横糸ステッチの別の１つを形成するモノフィラメントのトリコットステッチとを含
み、前記トリコットステッチは前記スリーブの１つの面に主に位置決めされ、前記スリー
ブを中央スペースのまわりにセルフカールした構成に付勢するために張力下で編まれる、
セルフカールする編んだスリーブ。
【請求項１２】
　前記第１の糸はマルチフィラメントである、請求項１１に記載のセルフカールするスリ
ーブ。
【請求項１３】
　前記第２の糸はマルチフィラメントである、請求項１２に記載のセルフカールするスリ
ーブ。
【請求項１４】
　前記第２の糸はモノフィラメントである、請求項１２に記載のセルフカールするスリー
ブ。
【請求項１５】
　対向端間に延在する長手軸を有するセルフカールするスリーブを製作する方法は、
　複数の縦糸および複数の第１の横糸を合わせて縦編みするステップと、
　縦編みステップ中に前記縦糸および前記第１の横糸で複数の第２の横糸を挿入するステ
ップとを含み、前記第２の横糸は前記第１の横糸を前記長手軸のまわりにカールさせる、
方法。
【請求項１６】
　前記縦糸のうち少なくともいくつかのためにチェーンステッチを用いるステップをさら
に含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２の横糸にトリコットステッチを用いるステップをさらに含む、請求項１６に記
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載の方法。
【請求項１８】
　細長い部材の保護のためのセルフカールするスリーブを縦編み機で製作する方法であっ
て、
　縦編機を出ると互いに重複するよう配置された対向する自由端を有するセルフカールす
るファブリックを構築するために３本の糸を合わせて縦編みするステップと、
　前記３本の糸の第１の糸をモノフィラメントとして与え、前記モノフィラメントを前記
自由端間の横糸方向に延在するトリコットステッチを用いて張力下で編むステップとを含
み、前記トリコットステッチは、前記スリーブの内表面を形成する前記スリーブの面に主
に形成される、方法。
【請求項１９】
　前記３本の糸の第２の糸をマルチフィラメントとして与え、前記スリーブの外表面を形
成するために前記マルチフィラメントを編むステップをさらに含む、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記第２の糸に閉チェーンステッチを用いるステップをさらに含む、請求項１９に記載
の方法。
【請求項２１】
　前記３本の糸の第３の糸をマルチフィラメントとして与えるステップをさらに含む、請
求１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記３本の糸で第４の糸を編むステップをさらに含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記４本の糸のうち２本にチェーンステッチを用いるステップをさらに含む、請求項２
２に記載の方法。
【請求項２４】
　前記４本の糸のうち１本にレイインステッチを用いるステップをさらに含む、請求項２
２に記載の方法。
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